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論    文    の    要    旨 
 











ApAの側鎖部末端に PEG リンカーを介してビオチン基を導入した ApA-bioを合成した。ApA-bioは細
胞毒性とアクチン脱重合活性を示し、ApAの活性を良好に保持していた。そこで ApA-bioを用いてHeLa 
S3 細胞の抽出液から標的タンパク質を精製したところ、アクチン以外に二つのタンパク質が得られ、これ







しかし HRP 標識 Streptavidin を用いた Western Blotting (WB) ではアクチンのみが検出されたため、
ApA-PBはアクチンとは直接結合するが、Arp2, 3 とは直接相互作用していないと考えられた。さらにネガ







果、アクチン以外に 55 kDaと 58 kDaにビオチン標識されたタンパク質のバンドを検出した。これらの標識
化は過剰のアプリロニン A により競合阻害されたため、これらのタンパク質は ApA-PB と特異的に結合し
ていると示唆された。ペプチドマスフィンガープリンティング (PMF) 解析によって二つのバンドには主に
α-およびβ-チューブリンが含まれていることが明らかとなった。またβ-チューブリン抗体を用いた WB から











がん剤として広く一般に用いられている。そこでまず in vitro の系でのチューブリンの重合に対する ApA
やアクチンの影響を調べた。ApA、アクチンはそれぞれ単独ではチューブリンの重合にほとんど影響しな




複合体の分子量をおよそ 150 kDa と見積もり、その組成はアクチン-ApA複合体 (43 kDa + 1 kDa) とチ
ューブリンヘテロダイマー (100 kDa) の 1:1であると推定した。 
























平成 26 年 2 月 17 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席
のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
